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　平成13年第４回定例会は、12月７日（金）に招集

され、21日（金）までの15日間の会期で開かれました。

この定例会では、市長提出議案23件の審議を行い、

それぞれ原案のとおり可決・同意し、議員提出議

案５件の審議も行い、３議案を原案のとおり可決し、

２議案は閉会中の継続審査となりました。�

主な掲載記事�主な掲載記事�

平成13年第4回定例会から、対面式の質問席を使用して、�
一般質問を行うことになりました。�
平成13年第4回定例会から、対面式の質問席を使用して、�
一般質問を行うことになりました。�
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新
生
児
の
段
階
で
難

聴
を
発
見
し
、
早
期
に
対
応
す

れ
ば
、
健
常
児
と
同
程
度
の
言

葉
が
話
せ
る
よ
う
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
市
内
の
産
科
医

療
機
関
に
お
け
る
、
新
生
児
の

聴
覚
検
査
の
実
施
状
況
は
ど
う

な
の
か
。�

　
　
　
　
市
内
で
新
生
児
の
聴

覚
検
査
を
実
施
し
て
い
る
産
科

医
療
機
関
は
一
カ
所
で
、
希
望

者
に
対
し
て
、
退
院
時
に
自
動

聴
性
脳
幹
反
応
聴
力
検
査
装
置

に
よ
る
検
査
を
実
施
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
市

内
の
ほ
か
の
産
科
・
小
児
科
で

は
、
健
康
診
査
等
で
聴
力
に
心

配
の
あ
る
場
合
に
は
、
検
査
を

実
施
し
て
い
る
医
療
機
関
を
紹

介
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。�
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「
改
正
育
児
介
護
休

業
法
」
が
国
会
で
成
立
し
、
平

成
十
四
年
四
月
か
ら
本
格
的
に

実
施
さ
れ
る
。
今
回
の
改
正
は
、

特
に
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く

女
性
へ
の
支
援
に
な
る
と
考
え

る
が
、
こ
の
改
正
法
の
市
民
へ

の
周
知
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。�

　
　
　
　
国
で
は
、
こ
れ
か
ら

広
報
活
動
等
を
実
施
す
る
予
定

と
聞
い
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
周
知
に
努
め
た
い
。�

阿久津　成　璋�

寺　口　正　宣�

笠　井　秋　夫�

下　田　文　男�

佐　藤　貞　雄�

西　牧　秀　乗�

石　井　秀　子�

園　田　恵　三�

森　下　清　秀�

岡　部　信一郎�

中　田　米　蔵�

鈴　木　輝　且�

大　澤　幸　一�

岡　部　純　朗�

小　滝　芳　江�

蛭　間　利　雄�

飯　島　英　規�

関　口　直　久�

（政　友　会）�

（公　明　党）�

（政　友　会）�

（フォーラム桐生）�

（日本共産党）�

（政　友　会）�

（桐　愛　会）�

（フォーラム桐生）�

（政　友　会）�

（市政クラブ）�

（日本共産党）�

（公　明　党）�

（フォーラム桐生）�

（市政クラブ）�

（フォーラム桐生）�

（市政クラブ）�

（無　会　派）�

（日本共産党）�

質 問 者 �
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平
成
三
年
度
に
は
、

「
桐
生
市
公
共
賃
貸
住
宅
総
合

再
生
基
本
計
画
」
を
作
成
し
て

い
る
が
、
老
朽
化
し
た
市
営
住

宅
の
建
て
替
え
等
の
整
備
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

今
後
は
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て

い
く
考
え
な
の
か
。�

　
　
　
　
平
成
十
三
年
ま
で
に

三
百
六
十
六
戸
の
建
て
替
え
等

を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
十
一

年
度
に
は
、
公
営
住
宅
法
の
改

正
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、

同
基
本
計
画
を
改
定
し
て
い
る
。

今
後
は
、
既
存
住
宅
を
リ
フ
ォ

ー
ム
し
て
長
く
活
用
し
た
り
、

建
て
替
え
で
生
ま
れ
る
空
き
地

や
小
規
模
団
地
の
用
途
廃
止
に

伴
う
団
地
敷
地
の
有
効
活
用
等

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。�
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今
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
市
有
施
設
改
修
計
画
の

工
事
の
進
ち
ょ
く
率
と
改
修
方

法
を
聞
き
た
い
。�

　
　
　
　
進
ち
ょ
く
率
は
、
四

十
件
の
う
ち
三
十
二
件
が
完
了

し
、
契
約
率
で
八
十
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
。
改
修
方
法

は
、
屋
根
の
葺
き
替
え
は
カ
バ

ー
工
法
、
屋
根
防
水
は
シ
ー
ト

防
水
機
械
固
定
工
法
、
外
壁
は

ピ
ン
を
打
ち
込
み
モ
ル
タ
ル
を

固
定
す
る
工
法
と
ネ
ッ
ト
バ
リ

ア
ー
工
法
を
併
用
し
て
い
る
。�

整備が進む間ノ島団地�整備が進む間ノ島団地�

　
十
二
月
二
十
日（
木
）・
二
十
一
日（
金
）の
二
日
間
に
わ
た
り
、

十
八
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
問
題

に
つ
い
て
、
市
当
局
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。�

健診を受ける赤ちゃん�健診を受ける赤ちゃん�

新
生
児
の
聴
覚
検
査�

改
正
育
児
介
護
休
業
法�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

市
営
住
宅
の
建
て
替
え�

市
有
施
設
改
修
計
画�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�



③�

��

　
　
　
　
競
艇
施
設
借
り
上
げ

料
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。�

　
　
　
　
施
行
者
の
施
設
借
り

上
げ
料
問
題
に
つ
い
て
は
、
交

渉
で
き
る
権
利
は
持
っ
て
い
る

が
、
遅
々
と
し
て
進
ち
ょ
く
し

て
い
な
い
。
な
お
、
各
種
機
器

類
の
保
守
料
等
の
開
催
諸
経
費

の
見
直
し
や
、
法
定
交
納
付
金

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
意
見
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。�
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県
道
桐
生
伊
勢
崎
線

の
新
桐
生
駅
近
く
の
桜
並
木
の

暗
が
り
と
、
神
明
小
学
校
近
く

の
広
沢
川
横
の
暗
が
り
を
な
く

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
　
　
　

　
　
　
　
県
が
今
年
度
事
業
と

し
て
国
道
百
二
十
二
号
線
の
桜

木
町
交
差
点
か
ら
新
桐
生
駅
入

り
口
ま
で
の
区
間
の
歩
道
整
備

を
行
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
中
で

街
路
灯
を
設
置
し
て
も
ら
え
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
神
明
小
学
校
付
近
の
防

犯
灯
の
設
置
は
、
基
本
的
に
は

地
元
の
対
応
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
学
校
等
の
公
共
施
設
は

各
管
理
者
の
対
応
と
な
る
た
め
、

現
地
調
査
の
上
、
教
育
委
員
会

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
研
究
し

て
い
き
た
い
。�

新桐生駅近くの桜並木�新桐生駅近くの桜並木�
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平
成
十
四
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
「
新
学
習
指
導

要
領
」
へ
の
対
応
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。�

　
　
　
　
学
習
指
導
要
領
改
定

の
趣
旨
や
編
成
に
あ
た
っ
て
の

配
慮
事
項
等
の
徹
底
を
図
り
、

学
校
の
特
色
を
生
か
し
た
創
意

の
あ
る
教
育
課
程
の
編
成
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
、
校
長
会
・
教

頭
会
・
教
務
主
任
会
・
各
教
科

等
の
主
任
会
を
通
じ
て
、
情
報

提
供
や
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

完
全
学
校
週
五
日
制
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
・
地
域
社
会
活
動
団

体
等
と
の
連
携
を
図
り
、
子
供

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
が
図
れ

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。�

�
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高
齢
者
の
心
の
ケ
ア

の
た
め
に
精
神
対
話
士
を
導
入

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。�

　
　
　
　
精
神
対
話
士
に
つ
い

て
は
、
大
き
な
災
害
後
に
お
け

る
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
中
心
に
そ

の
必
要
性
が
問
わ
れ
、
被
災
後

に
行
う
事
例
が
多
く
、
そ
の
後
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の

派
遣
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
今
後
、
先
進
都
市
の

派
遣
状
況
や
そ
の
効
果
等
の
実

績
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。�

元気な子供たち�元気な子供たち�
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京
都
議
定
書
の
運
用

ル
ー
ル
が
、
気
候
変
動
枠
組
み

条
約
第
七
回
締
約
国
会
議
で
最

終
合
意
さ
れ
た
が
、
地
球
温
暖

化
対
策
・
環
境
教
育
に
役
立
つ

と
い
わ
れ
る
ケ
ナ
フ
を
含
め
、

温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。�

　
　
　
　
「
桐
生
市
環
境
基
本

計
画
」
で
は
、
地
球
温
暖
化
の

防
止
を
大
き
な
柱
と
し
て
、
温

室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
炭
酸
ガ
ス

を
森
林
が
吸
収
浄
化
す
る
特
性

に
着
目
し
、
森
林
の
整
備
や
ケ

ナ
フ
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、

市
役
所
で
は
、
炭
酸
ガ
ス
の
発

生
量
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
冷

暖
房
の
運
転
期
間
の
短
縮
や
太

陽
熱
を
利
用
し
た
温
水
の
使
用

等
を
す
で
に
実
施
し
て
い
る
。�

���

　
　
　
　
公
衆
ト
イ
レ
は
快
適

さ
が
求
め
ら
れ
る
施
設
で
あ
る

が
、
市
内
の
公
衆
ト
イ
レ
に
は
、

ま
だ
水
洗
に
な
っ
て
い
な
い
所

も
あ
る
。
今
後
の
改
善
策
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。�

　
　
　
　
平
成
十
三
年
三
月
現

在
で
六
十
四
カ
所
の
公
衆
ト
イ

レ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
十
九

カ
所
が
水
洗
、
三
十
五
カ
所
が

く
み
取
り
式
と
な
っ
て
お
り
、

管
轄
す
る
部
局
と
協
議
し
、
改

善
し
て
い
き
た
い
。�

公衆トイレ�公衆トイレ�
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ま
す
ま
す
低
迷
す
る

経
済
の
影
響
を
受
け
て
、
あ
ら

ゆ
る
組
織
が
こ
の
社
会
変
化
の

対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
が
、
自

治
体
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

こ
の
低
経
済
環
境
下
に
お
け
る

行
財
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え

方
を
聞
き
た
い
。�

　
　
　
　
平
成
十
三
年
十
二
月

一
日
付
で
「
桐
生
市
行
財
政
運

営
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作
成
し
、
市

民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

基
本
と
し
た
効
率
的
で
開
か
れ

た
自
治
体
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
む
考
え
で
あ
り
、
厳
し
い

経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、
不
断
の

改
革
を
進
め
る
行
財
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。�
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厳
し
い
経
済
情
勢
を

考
え
る
と
、
新
年
度
予
算
は
き

つ
い
も
の
に
な
る
と
受
け
止
め

て
い
る
が
、
予
算
規
模
や
競
艇

事
業
収
入
・
市
税
等
を
、
ど
の

よ
う
に
見
込
ん
で
い
る
か
。�

　
　
　
　
市
税
・
競
艇
事
業
収

入
・
地
方
交
付
税
は
落
ち
込
み

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

国
民
年
金
事
務
の
収
納
事
務
等

が
国
に
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、

約
二
十
億
円
の
減
少
に
な
る
た

め
、
平
成
十
四
年
度
の
予
算
規

模
は
大
幅
な
減
額
に
な
る
も
の

と
見
込
ん
で
い
る
。�

行
財
政
運
営
ビ
ジ
ョ
ン�

競
艇
施
設
借
り
上
げ
料�

暗
が
り
を
な
く
す
べ
き�

質
問�

答
弁�

質
問�
答
弁�

新
学
習
指
導
要
領�

精
神
対
話
士
の
導
入�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

地
球
温
暖
化
対
策�

公
衆
ト
イ
レ
の
改
善�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

行
財
政
運
営
の
考
え
方�

新
年
度
予
算
の
見
通
し�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�
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梅
田
台
緑
地
は
、
昭

和
六
十
一
年
十
二
月
に
事
業
認

可
を
受
け
た
が
、
一
部
用
地
の

取
得
が
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
っ

た
。
過
日
、
そ
れ
が
解
決
の
運

び
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
今
後

の
台
緑
地
及
び
周
辺
整
備
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。�

　
　
　
　
県
の
桐
生
川
ダ
ム
周

辺
環
境
整
備
事
業
と
連
携
し
、

地
元
住
民
と
の
話
し
合
い
を
基

本
に
、
「
桐
生
の
奥
座
敷
」
と

し
て
、
梅
田
町
地
区
に
ふ
さ
わ

し
い
緑
地
帯
と
し
て
整
備
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、
今
年
度
か

ら
四
カ
年
計
画
で
、
シ
ン
ボ
ル

ゾ
ー
ン
の
設
置
や
園
路
・
植
栽

等
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。�
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緊
急
通
報
装
置
事
業

の
対
象
者
数
は
何
人
か
。
ま
た
、

設
置
件
数
及
び
緊
急
時
の
対
応

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。�

　
　
　
　
　
原
則
と
し
て
六
十

五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
が
対
象
で
、
平
成
十
三
年

八
月
一
日
現
在
二
千
七
百
二
十

八
人
で
あ
る
。
な
お
、
設
置
台

数
は
六
百
八
十
台
と
な
っ
て
い

る
。
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
が
緊
急
ボ
タ
ン
を

押
す
と
、
消
防
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
つ
な
が
り
、
応
答
が
な
い

場
合
は
救
急
車
の
出
動
と
な
る
。�

梅田台緑地周辺�梅田台緑地周辺�

��

　
　
　
　
中
心
商
店
街
の
商
店

数
は
年
々
減
少
し
、
空
き
店
舗

が
増
え
て
い
る
が
、
行
政
と
商

店
街
の
振
興
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
一

致
し
な
い
と
、
商
店
街
の
活
性

化
は
進
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
。�

　
　
　
　
地
元
商
店
街
で
買
い

物
を
す
る
と
い
う
意
識
づ
け
や
、

商
店
街
に
な
い
品
物
を
扱
う
商

店
を
空
き
店
舗
へ
誘
致
し
て
商

店
街
自
体
に
魅
力
を
つ
け
る
こ

と
等
が
必
要
で
あ
る
。
商
店
で

は
物
を
売
る
前
に
心
を
売
る
こ

と
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
お
年
寄
り
が
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
場
所
を
設
け
て
、
楽

し
い
イ
メ
ー
ジ
の
街
づ
く
り
を

し
た
い
。�

���

　
　
　
　
公
園
と
道
路
と
の
境

界
や
公
的
な
土
地
に
お
い
て
樹

木
を
伐
採
す
る
場
合
の
基
準
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

動
物
園
・
遊
園
地
等
へ
の
観
光

案
内
看
板
が
少
な
く
、
十
分
で

は
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。�

　
　
　
　
伐
採
に
明
確
な
基
準

は
な
い
。
支
障
が
あ
る
よ
う
な

場
合
は
、
や
む
を
得
ず
伐
採
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
市
内
に
は

誘
導
看
板
が
十
七
カ
所
に
設
置

し
て
あ
り
、
県
内
や
近
県
の
小

学
校
・
幼
稚
園
・
観
光
会
社
等

に
は
、
案
内
図
を
掲
載
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
も
送
付
し
て
い
る
。�

遊園地の誘導看板�遊園地の誘導看板�
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受
動
喫
煙
被
害
者
を

な
く
す
た
め
に
、
市
役
所
庁
舎

で
も
分
煙
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

べ
き
で
は
な
い
か
。�

　
　
　
　
多
く
の
市
民
が
来
庁

す
る
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま

で
と
、
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま

で
を
禁
煙
タ
イ
ム
と
し
て
実
施

し
て
お
り
、
今
後
も
職
員
や
来

庁
す
る
市
民
等
に
禁
煙
タ
イ
ム

へ
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き

た
い
。
な
お
、
多
く
の
市
民
が

利
用
す
る
一
階
フ
ロ
ア
ー
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
集
煙
機
の
設

置
を
研
究
し
て
み
た
い
。�

���

　
　
　
　
海
外
の
学
校
等
と
の

交
流
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

学
校
へ
の
支
援
体
制
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。�

　
　
　
　
中
学
校
で
は
、
国
際

交
流
推
進
委
託
料
が
各
校
に
予

算
化
さ
れ
て
お
り
、
英
語
科
の

授
業
で
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
母
国
の
中

学
校
と
の
手
紙
の
交
換
を
行
う

学
校
や
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
、
外
国
と
の
メ
ー
ル
交
換

を
行
う
学
校
等
が
あ
る
。
ま
た
、

小
学
校
で
も
、
国
際
理
解
を
テ

ー
マ
と
し
て
外
国
人
と
の
交
流

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
各

小
・
中
・
養
護
学
校
に
配
分
し

て
い
る
総
合
的
な
学
習
の
時
間

推
進
委
託
料
の
一
層
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。�

市役所１階フロアー�市役所１階フロアー�
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先
日
の
新
聞
に
も
載

っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
市

内
の
公
共
空
間
に
、
例
え
ば
、

桐
生
川
や
渡
良
瀬
川
の
土
手
や

市
街
地
の
歩
道
等
に
、
手
軽
に

利
用
で
き
る
ベ
ン
チ
を
も
っ
と

多
く
設
置
で
き
な
い
か
。�

　
　
　
　
か
ね
て
よ
り
、
ベ
ン

チ
の
設
置
が
可
能
な
公
共
空
間

に
は
設
置
し
て
き
た
。
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
管
理
上
の
問

題
や
道
路
法
・
河
川
法
等
の
法

律
上
の
問
題
が
生
じ
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
監
督
官
庁
と
協
議
し

な
が
ら
、
人
に
や
さ
し
い
、
安

心
し
て
散
策
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
。�

��

　
　
　
　
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
へ

の
加
入
率
が
全
国
的
に
低
下
し

て
い
る
。
全
国
平
均
は
三
十
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
特
に
都
市

部
で
は
低
率
と
な
っ
て
い
る
が
、

桐
生
市
の
現
状
は
ど
う
か
。
ま

た
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
い
う
名
称

の
変
更
を
検
討
し
た
ら
ど
う
か
。�

　
　
　
　
桐
生
市
の
老
人
ク
ラ

ブ
へ
の
加
入
率
は
、
平
成
十
三

年
度
が
二
十
七
・
八
パ
ー
セ
ン

ト
で
、
年
々
低
下
し
て
き
て
い

る
。
名
称
変
更
に
つ
い
て
は
、

慶
人
会
、
あ
る
い
は
老
人
会
の

中
に
青
年
部
を
設
け
る
こ
と
等

を
老
人
ク
ラ
ブ
に
投
げ
か
け
て

い
き
た
い
。�

新川公園のベンチ�新川公園のベンチ�
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平
成
十
三
年
四
月
に

「
公
共
工
事
入
札
契
約
適
正
化

法
」
が
施
行
さ
れ
た
。
同
法
は
、

発
注
者
に
は
、
入
札
契
約
の
透

明
性
の
確
保
を
義
務
づ
け
て
お

り
、
受
注
者
に
は
、
施
工
体
制

の
適
正
化
の
中
で
、
一
括
下
請

け
の
禁
止
と
適
正
な
施
工
の
確

保
を
求
め
て
い
る
が
、
同
法
に

基
づ
い
た
施
策
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
。�

　
　
　
　
資
格
者
名
簿
・
指
名

基
準
・
工
事
の
発
注
見
通
し
・

入
札
契
約
の
経
過
と
結
果
・
契

約
内
容
等
の
公
表
を
行
う
と
と

も
に
、
市
内
の
建
設
業
者
を
対

象
に
説
明
会
を
開
催
し
、
同
法

の
主
旨
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
努
力
目
標
と
し
て
示

さ
れ
た
適
正
化
指
針
の
研
究
・

検
討
を
行
い
、
適
切
な
措
置
を

講
じ
て
い
き
た
い
。�

���

　
　
　
　
地
方
税
法
に
、
納
期

前
納
付
は
規
定
さ
れ
て
お
り
、

報
奨
金
制
度
も
認
め
ら
れ
て
い

る
。
桐
生
市
で
は
昭
和
六
十
一

年
に
同
制
度
を
廃
止
し
た
が
、

徴
税
対
策
・
事
務
軽
減
の
面
か

ら
も
復
活
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
税
の
公
正
・
公
平

と
い
う
面
と
、
効
率
の
良
い
財

源
確
保
と
い
う
面
が
あ
り
、
そ

の
二
面
性
を
十
分
研
究
す
る
中

で
、
導
入
の
是
非
を
考
え
た
い
。�

市  役  所�市  役  所�

��

　
　
　
　
市
の
指
定
金
融
機
関

で
あ
る
足
利
銀
行
は
、
現
在
再

生
計
画
を
実
行
中
で
あ
る
が
、

同
行
と
の
情
報
交
換
は
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、

ペ
イ
オ
フ
解
禁
対
策
検
討
委
員

会
で
は
、
ど
の
よ
う
な
話
し
合

い
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。�

　
　
　
　
同
行
か
ら
は
、
中
間

決
算
等
の
事
前
報
告
や
健
全
化

計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況
等
の
報

告
を
受
け
て
お
り
、
良
好
な
連

絡
・
協
調
体
制
が
築
か
れ
て
い

る
。
ペ
イ
オ
フ
解
禁
対
策
検
討

委
員
会
で
は
、
広
範
囲
な
金
融

機
関
の
経
営
情
報
の
入
手
、
預

金
預
け
入
れ
期
間
の
短
期
化
、

債
権
を
含
め
た
資
金
運
用
方
針

の
検
討
、
速
や
か
に
預
金
と
借

入
金
と
の
相
殺
を
実
行
で
き
る

体
制
整
備
等
を
検
討
し
て
い
る
。�

���

　
　
　
　
高
速
道
路
建
設
の
見

直
し
が
議
論
さ
れ
る
中
、
「
北

関
東
自
動
車
道
の
全
線
開
通
は

中
止
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
っ
た
声
も
聞
く
が
、
見
通

し
は
ど
う
な
の
か
。�

　
　
　
　
今
後
の
推
移
は
不
透

明
で
あ
る
が
、
北
関
東
自
動
車

道
は
最
優
先
で
整
備
さ
れ
る
べ

き
重
要
な
路
線
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
早
期
の
全
体
供
用
が
図
れ

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。�

北関道伊勢崎IC北関道伊勢崎IC
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見
通
し
が
つ
か
な
い

長
期
不
況
の
も
と
、
国
保
加
入

者
に
と
っ
て
は
、
納
め
る
こ
と

が
苦
し
い
国
保
税
率
等
を
見
直

し
、
引
き
下
げ
る
考
え
は
な
い

か
。
ま
た
、
現
在
発
行
し
て
い

る
資
格
証
明
書
で
は
な
く
、
被

保
険
者
証
を
全
世
帯
に
発
行
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。�

　
　
　
　
医
療
費
が
増
え
続
け

る
な
か
で
、
国
保
運
営
は
た
い

へ
ん
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
国

保
税
を
引
き
下
げ
る
状
況
に
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
資
格
証

明
書
は
、
災
害
そ
の
他
特
別
の

理
由
が
な
く
、
納
税
相
談
や
指

導
等
に
応
じ
な
い
世
帯
に
交
付

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。�

���

　
　
　
　
桐
生
広
域
圏
の
合
併

パ
タ
ー
ン
が
、
県
か
ら
示
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
各

自
治
体
の
固
有
の
権
限
と
自
主

性
を
尊
重
す
る
べ
き
で
あ
り
、

県
が
押
し
付
け
る
も
の
で
は
な

い
と
思
う
が
ど
う
か
。�

　
　
　
　
国
は
合
併
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
る
が
、
市
町
村

は
、
そ
こ
に
住
む
人
が
あ
っ
て

成
り
立
つ
基
礎
的
自
治
体
で
あ

り
、
住
民
の
意
向
を
第
一
義
的

に
考
え
、
「
社
会
の
流
れ
と
し

て
の
合
併
に
乗
る
こ
と
な
く
、

自
主
的
に
合
併
を
考
え
て
い
く

べ
き
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
。�

桐生のまち�桐生のまち�
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平
成
十
二
年
一
月
十

七
日
の
桐
生
広
域
振
興
推
進
協

議
会
議
長
会
の
終
了
後
に
行
わ

れ
た
懇
親
会
に
、
ダ
イ
ナ
マ
イ

ト
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
を
呼
ん
だ
の

で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
、
広
域
市
町
村
圏
振
興
整

備
組
合
議
会
議
長
あ
て
に
公
開

質
問
状
を
提
出
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
そ
う
し
た
事
実
が
本
当

に
あ
っ
た
の
か
、
企
画
し
た
の

は
当
局
な
の
か
、
経
費
は
い
く

ら
で
、
ど
こ
が
支
出
し
た
の
か
、

同
席
し
た
も
の
は
道
義
的
責
任

を
感
じ
な
か
っ
た
の
か
、
参
加

者
リ
ス
ト
を
公
開
せ
よ
、
領
収

書
等
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、

監
査
請
求
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
同

推
進
協
議
会
事
務
局
か
ら
の
回

答
書
は
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は

な
い
、
よ
っ
て
道
義
的
問
題
は

な
い
と
思
料
す
る
、
そ
の
よ
う

な
事
案
に
参
加
し
た
事
実
は
な

く
参
加
者
リ
ス
ト
の
公
表
は
で

き
な
い
、
支
出
は
な
く
、
当
該

領
収
書
等
も
な
い
と
い
う
、
た

い
へ
ん
不
誠
実
な
内
容
で
あ
っ

た
。
本
当
に
そ
の
よ
う
な
事
実

が
な
か
っ
た
と
言
う
の
か
。�

　
　
　
　
ご
く
一
般
的
な
新
年

の
懇
親
会
を
開
催
し
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
な

か
っ
た
。�
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一
連
の
新
聞
報
道
に

お
い
て
、
研
修
医
が
安
価
な
労

働
力
と
し
て
酷
使
さ
れ
て
お
り
、

夜
間
休
日
医
療
で
研
修
医
が
一

人
で
診
療
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

と
の
記
事
が
出
て
い
た
。
桐
生

広
域
圏
で
夜
間
休
日
医
療
に
あ

た
っ
て
い
る
輪
番
制
の
七
病
院

で
も
、
研
修
医
が
単
独
で
診
療

し
て
い
る
事
実
が
あ
る
か
。�

　
　
　
　
桐
生
広
域
圏
の
輪
番

制
の
七
病
院
で
は
、
研
修
医
が

単
独
で
診
療
し
て
い
る
病
院
は

な
い
。�

���

　
　
　
　
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
に
あ
る
平
日
夜
間
急
病
診
療

所
は
、
平
日
の
午
後
七
時
三
十

分
か
ら
十
時
三
十
分
ま
で
夜
間

診
療
を
行
っ
て
い
る
が
、
一
日

平
均
の
患
者
数
が
四
〜
五
人
と
、

厚
生
総
合
病
院
の
患
者
数
に
比

べ
て
か
な
り
少
な
い
。
そ
の
大

き
な
原
因
は
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
の
近
く
に
薬
局
が
な
い
こ

と
で
は
な
い
か
。
ど
う
し
て
も

院
内
で
薬
を
処
方
し
て
く
れ
る

厚
生
総
合
病
院
に
患
者
が
集
中

し
て
し
ま
う
の
だ
と
思
う
。
そ

こ
で
、
同
診
療
所
内
に
薬
局
を

開
設
す
る
よ
う
、
医
師
会
に
要

望
し
て
ほ
し
い
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
医
師
会
に
要
望
を
伝

え
、
協
議
も
行
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。�

桐生厚生総合病院�桐生厚生総合病院�

��

　
　
　
　
日
本
国
内
で
狂
牛
病

が
発
生
し
て
以
来
、
食
肉
店
や

飲
食
店
等
で
は
売
り
上
げ
が
大

幅
に
落
ち
込
み
、
深
刻
な
状
況

と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。�

　
　
　
　
国
で
は
、
経
営
安
定

関
連
保
証
の
適
用
、
政
府
系
金

融
機
関
で
の
貸
付
制
度
等
の
対

策
を
講
じ
て
お
り
、
桐
生
市
で

は
、
小
口
資
金
や
振
興
対
策
資

金
を
融
資
対
象
と
し
て
取
り
扱

っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関

に
柔
軟
か
つ
積
極
的
な
対
応
を

す
る
よ
う
働
き
か
け
を
行
う
と

と
も
に
、
飲
食
店
組
合
等
へ
の

説
明
や
広
報
紙
へ
の
掲
載
に
よ�

り
周
知
を
図
っ
て
い
る
。�

���

　
　
　
　
本
年
度
か
ら
市
有
施

設
改
修
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
、

平
成
十
五
年
度
ま
で
三
カ
年
計

画
で
実
施
さ
れ
る
が
、
市
内
の

建
設
業
者
が
た
い
へ
ん
厳
し
い

経
営
環
境
に
あ
る
中
、
市
内
業

者
へ
の
発
注
状
況
は
ど
う
か
。�

　
　
　
　
現
在
ま
で
の
契
約
件

数
三
十
二
件
の
う
ち
、
市
内
業

者
で
は
対
応
で
き
な
い
三
件
を

除
き
、
二
十
九
件
す
べ
て
を
市

内
業
者
に
発
注
し
て
お
り
、
本

年
度
中
に
発
注
予
定
の
八
件
に

つ
い
て
も
、
市
内
業
者
に
発
注

す
る
予
定
で
あ
る
。�

改修された幼稚園園舎�改修された幼稚園園舎�

��
　
　
　
　
「
桐
生
市
行
財
政
運

営
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
施
計
画
書

で
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

（
窓
口
業
務
の
一
元
化
）
の
推

進
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
市
民

の
利
便
性
を
大
き
く
向
上
さ
せ

る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。�

　
　
　
　
本
年
度
か
ら
改
善
に

向
け
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
職
員
体
制
・
電
算
シ

ス
テ
ム
等
、
実
施
す
る
に
あ
た�

っ
て
は
抜
本
的
に
シ
ス
テ
ム
を

見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
が
あ
る
た
め
、
先
進
事
例
等

を
調
査
す
る
中
で
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
実
施
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
た
い
。�

���

　
　
　
　
残
土
処
理
に
名
を
借

り
た
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
防

止
す
る
た
め
に
は
、
残
土
規
制

条
例
の
早
期
の
制
定
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。�

　
　
　
　
県
は
「
群
馬
県
の
生

活
環
境
を
保
全
す
る
条
例
」
を

制
定
し
て
お
り
、
立
ち
入
り
調

査
等
の
適
切
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
問
題
発
生
後
の
対
策
が
中
心

で
あ
る
た
め
、
計
画
段
階
で
早

期
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
な

仕
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

残
土
規
制
条
例
の
制
定
等
を
早

急
に
検
討
し
た
い
。�

不法投棄の現場�不法投棄の現場�

��

　
　
　
　
市
長
は
、
就
任
以
来

行
財
政
改
革
に
努
力
さ
れ
て
き

た
が
、
今
ま
で
に
取
り
組
ん
だ

改
革
と
そ
の
成
果
を
聞
き
た
い
。�

　
　
　
　
桐
生
市
行
政
改
革
大

綱
の
項
目
で
言
う
と
、
ご
み
収

集
業
務
の
民
間
委
託
や
、
退
職

に
伴
う
職
員
補
充
の
抑
制
に
よ

り
、
平
成
十
二
年
度
は
十
四
人
、

十
三
年
度
は
七
人
、
合
計
二
十

一
人
の
職
員
数
の
削
減
を
図
る

等
の
課
題
改
善
事
項
に
取
り
組

ん
で
き
た
結
果
、
有
形
効
果
と

し
て
人
件
費
相
当
分
等
の
削
減

が
図
ら
れ
た
。
今
後
は
、
桐
生

市
行
財
政
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
き
、
順
次
課
題
改
善
事
項
に

取
り
組
み
た
い
。�

���

　
　
　
　
こ
れ
か
ら
の
学
校
は
、

家
庭
や
地
域
社
会
と
連
携
・
協

力
し
、
地
域
に
開
か
れ
た
特
色

の
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
の

方
法
が
「
学
校
評
議
員
制
度
」

で
あ
る
。
桐
生
市
で
も
、
本
年

度
か
ら
同
制
度
を
導
入
し
て
い

る
が
、
そ
の
成
果
は
ど
う
か
。�

　
　
　
　
地
域
か
ら
の
情
報
を

も
と
に
、
教
育
課
程
の
編
成
や

学
校
の
教
育
方
針
等
を
検
討
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、

家
庭
・
地
域
で
の
子
供
た
ち
の

様
子
の
情
報
が
得
や
す
く
な
っ

た
等
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。�

行政改革大綱実績報告書�行政改革大綱実績報告書�

研
修
医
の
単
独
診
療
は�

平
日
夜
間
急
病
診
療
所�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

狂
牛
病
に
伴
う
対
策�

市
内
業
者
へ
の
発
注�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス�

残
土
規
制
条
例
の
制
定�

質
問�

答
弁�

質
問�答

弁�

行
財
政
改
革
の
成
果�

学
校
評
議
員
制
度�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�
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十
二
月
七
日
（
金
）
、
市
議
会
本
会
議
場
で
、
二
胡
奏
者
の 

馬
　
高
彦
（
マ
・
ガ
オ
イ
エ
ン
）
さ
ん
を
迎
え
、
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

大沢方子さん�

　桐婦連では、昭和38年４月の統
一地方選挙を機に、「今後、一層
市政を勉強していこう」と申し合
わせ、以来今日まで、各単位会会
長と、当番制で各単位会会員が市
議会を傍聴してきました。�
　個人では、なかなか傍聴するこ
とを実行できませんが、このよう
な機会があることによって、今ま
で大勢の会員の皆さんが傍聴に出
向きました。実際に、議員さんの
市政についての意見・考えを、傍
聴席で身近に見聞きすることによ
り、市政への関心が一層深まるよ
うな気がします。�
　今回も、環境・福祉・教育・産
業・医療など、熱気あふれる討論
が展開されました。私たち市民も
一緒に真剣に考え、住みよい桐生
になるように、しっかりとした意
識を持たなければと痛感しました。�

傍聴席から�傍聴席から�

　
十
一
月
十
一
日
（
日
）
、
市
議
会
の
議
事
堂
を
公
開
い
た
し

ま
し
た
。
当
日
は
議
長
席
で
の
記
念
撮
影
な
ど
に
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

　
市
議
会
は
、
人
事
案
件
四
件
に
同
意
及
び
、
異

議
な
い
旨
回
答
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。�

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員�

　
　  

石
　
原
　
庸
　
右   

氏�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
再
任
）�

　
　  

石
　
井
　
謙
　
三   

氏�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
任
）�

�

　

人
権
擁
護
委
員�

　
　  

田
　
島
　
昭
　
子   

氏�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
再
任
）�

　
　  

小
　
沼
　
喜
　
昭   

氏�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
再
任
）�

人
事
案
件�

　この定例会では、請願９件の審査を行い、請願第38
号が採択となり、そのほかの８件は閉会中の継続審査
となりました。�
　なお、市議会は、採択となった請願第38号に係わる
意見書の提出を決定しました。（同意見書は８ページ
に掲載。）                          �
　また、陳情第４号「東毛式典(株)が計画している(仮称)
葬儀会館建築に反対する陳情」は、陳情者から取り下
げの申し出があり、承認されました。�

採択となった請願�

食品安全行政の充実強化を求める意見書�
の提出についての請願�

採　択（全員賛成）�

３８号�
件 名�

結 果�

お 知 ら せ �お 知 ら せ �

次回定例会の開会予定は�

です。�3月4日�（月）�
　市議会だよりは、紙面の都合で発言の
一部（要旨）を掲載しています。詳しくは、
図書館で会議録をご覧ください。平成13
年第４回定例会の会議録は、２月下旬か
らご覧いただけます。なお、桐生市のホー
ムページでも、ご覧いただけます。�

議
場
コ
ン
サ
ー
ト�

○○○○○○○○�

議
事
堂
公
開�

桐生市広沢町五丁目�
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　この定例会では、次のとおり、意見書

３件が議員より提出され、審議の結果、

それぞれ原案のとおり可決し、内閣総理

大臣ほかに送付しました。�

　世界の貿易ルールを決めるＷＴＯ（世界貿易機関）交渉
において、農業分野については、農産物輸出国はより一層
の市場開放と国内助成政策の削減を要求しており、今後の
交渉の推移は予断を許さない状況になっている。ウルグア
イ・ラウンド合意後の世界の農産物需給を見ると、途上国
においては食糧不足が拡大してきており、農産物貿易の拡
大の恩恵を受けているのは一部の国や、貿易を独占する多
国籍企業に過ぎない。現在も飢餓・栄養不足に苦しむ人々
が８億人もおり、加えて中長期的には、地球温暖化や砂漠
化による農地の減少などで世界の食糧需給が、ひっ迫する
ことが予想される。人類の生存に不可欠な食糧の安定供給
を確保し、様々な国や地域で多様な農林業が共存できる貿
易ルールの確立が求められている。�
　よって、国におかれては、次の事項を重点課題としてＷ
ＴＯ交渉に臨むよう強く要望する。��
１．農林水産業は食糧や木材などの生産・供給だけでなく、
地球規模での自然環境の保全、良好な景観の形成、地域社
会や雇用の場の確保など人間生活に欠くことのできない多
様な役割を果たしている。この多面的機能を発揮できるよ
うにするとともに、各国の農林水産業が共存できるようＷ
ＴＯの貿易ルールを改めること。�
２．今後の世界的な人口増加に対する食糧の確保が人類の
課題であり、世界最大の農産物輸入国の日本が食糧生産の
増大に努めることが国際的な責務となっている。そのため、
国内食糧自給率の向上等を図り、世界的な食糧の安全保障
を確保すること。特に「こめ」など生産調整を行っている
品目については、ミニマムアクセスの対象から外すこと。�
３．食品添加物や残留農薬等に加えて、狂牛病、遺伝子組
み換え食品、環境ホルモンなど、食をめぐる新しい問題が
続出する中、「食の安全」対策の強化が求められている。
食品の安全に関する衛生検疫措置については、各国の自主
性を尊重し、国民の健康が守られる水準を確保すること。
また、遺伝子組み換え食品などバイオテクノロジー食品に
ついては、消費者の知る権利を確保するため、表示を原則
とするよう国際的に明確にさせること。�
４．輸出入国とも自国の生産資源を最大限活用して食糧を
確保できるよう、適切な関税水準などの国境措置とともに、
国内助成については各国の食糧・農業をめぐる事情を配慮
し、一律的な削減を行わないようにすること。�
５．世界的な食糧不足に対し、長期的には開発途上国の食
糧生産基盤を強化するため技術等の支援を行うとともに、
緊急の食糧援助システムを強化していくことが必要であり、
国際的な食糧備蓄・援助機構の創設を主張すること。�
�
　提出先　○衆議院議長　○参議院議長　○内閣総理大臣
　　　　　○農林水産大臣　○外務大臣�

　　食品の安全・安心は消費者にとって大きな願いであり、
国民に共通の課題である。しかしながら、近年、食品添加
物や農薬、動物用医薬品等の問題に加え、遺伝子組換え食品
やクローン牛など新しい科学技術によって生産された食品
の安全性に対しても消費者の関心が高まり、また、Ｏ-157

や狂牛病の発生、ダイオキシンや環境ホルモンなどが新た
に食品衛生上の問題となってきている。今後、一層食品の
安全が確保され、消費者が安心して食生活を営むという生
活の基本を確立していくためには、さらに消費者の視点を
組み入れた法改正や運用の充実強化、消費者等への情報の
公開が強く望まれる。�
　よって政府におかれては、食品を原因とした国民への危
害を防ぐため、下記の事項を講じるよう強く要望する。�
�
                     　　　　　　　記�
１．食品衛生法の目的に「国民の健康のために食品の安全
を確保する」という趣旨を明記すること。�
２．食品の安全行政において、積極的な情報公開と消費者
の参画を図ること。�
３．食品の表示の目的に、「消費者の選択に役立つ」という
趣旨を加えること。�
４．食品添加物の指定制への移行を計画的に進めること。�
５．農薬、動物用医薬品の残留基準を食品にも適用すること。�
６．化学物質や新技術にかかわる食品・容器包装等の予防
的な調査・研究と検査体制を充実し、法制度の運用を強化
すること。�
�
　提出先　○内閣総理大臣　○厚生労働大臣�

　我が国において初めて千葉県で、牛海綿状脳症（ＢＳＥ）
が確認され、その後北海道、続いて群馬県でも確認され、
全国的な拡がりを見せている。国では、10月18日から全頭
検査を実施し、安全な牛肉の供給を行おうとしているが、
11月30日に本県で全国３頭目の牛海綿状脳症（ＢＳＥ）の
牛が確認された後、国産牛肉に対する国民の不信感は極限
に達している。原因究明の遅れとともに、国の情報開示な
どにも混乱が生じたことにより、風評被害は全国に拡がり、
国内の生産者はもとより、日本の農業の崩壊にも繋がりか
ねない重大な局面を迎えている。�
　よって、政府におかれては、この状況に鑑み、国民の生
活の安定、農業、産業、経済の安定のために内閣総理大臣
のもと、関連省庁が一体となり、下記事項について可及的
速やかに、的確に対応されることを強く要請する。                                    
�
                     　　　　　　　記　�
１．牛海綿状脳症緊急対策の早期実施�
２．感染経路の徹底究明�
３．情報開示と正確な情報提供�
４．当該自治体への迅速な情報提供�
５．防疫・検査体制の充実強化�
６．関係機関の連携強化�
�
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